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1 学校給食施設の整備につ
いて 
【質問趣旨】 
学校給食は児童生徒の心身

の健全な育成のために非常に
重要であり、それを日々調理
する施設の重要性は言うまで
もない。しかしながら本市の
学校給食施設の大半が昭和の
時代に建設されたものであ
り、近年は老朽化が著しく、
高温下の調理環境や現行の衛
生管理基準（汚染・非汚染区
域の分離等）への対応の限界
など、喫緊の課題を抱えてい
る。未来を担う子どもたちに
安全安心でおいしい給食を安
定的に提供するためには、新
給食センターの建設および単
独調理校の効率的な集約化を
進める新たな整備計画の着実
な実行が不可欠であると考え
る。そこで将来計画策定にお
ける新給食センターの整備方
針の位置づけ、建設候補地の
選定基準、財政効果の見通し
等未来へ続く持続可能な学校給 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）現行施設の課題認識と

新センター整備の必要性に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

（２）着実な事業推進に向け

たスケジュールと財源確保 

 

 

 

 

①給食センター及び単独調理校の施設のほとんどが昭和４０年代に建設され、近年は
老朽化に加え、夏の酷暑における調理室の作業環境、現行の衛生管理基準の対応に限
界がきていると考えるが、現状を踏まえての新センター整備の緊急性と必要性につい
ての認識を伺う。 
 
②近年は建設資材費の高騰や人件費の上昇、解体費、各単独校施設の維持管理更新等、
様々なコスト上昇が顕著であり、今後も下がることは考えにくい。予算面から考えた
場合、新センターの早期建設の必要性をどう認識しているか伺う。 
 
③集約化によって見込まれる運営費削減効果が示されているが、新センター整備を行
うことで、想定されるランニングコストについての認識を伺う。 
 
 
①新センター整備に向けて、可能性と優先順位を検討していく場合、建設候補地の選 
定、PFI 手法や民間委託の導入可能性、公適債、交付金等の有利な国庫補助制度など 
様々な調査検討事項があるが、現状どのような議論がなされているか伺う。 
 
②移転場所の状況や PFI 事業の適用などにより事業スケジュールは変わっていくと 
のことであるが、理由を伺う。 
 
③令和１３年運営開始という想定スケジュールで進むと理解して良いか伺う。 
 
④新センター整備を検討する場合、大規模災害時における避難所等の炊き出し機能や 
非常用電源、給水設備の確保等の機能を備える考えはあるか伺う。 
 
⑤新センター整備に向けて、学校教育、財政、都市計画など多岐にわたる課題を明ら
かにするため、専属担当者の配置など全庁的な検討、推進が必須だと考えるが、体制
をどのように構築していくのか伺う。 
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食施設の在り方についての見解

を確認し、実現に向けた全庁的

な推進体制と具体的な取り組み

を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３)給食の品質・安全対策

および食育について 

 

 

 

 

①給食施設の集約化・大型化を推進していく場合、地域食材の活用（地産地消）やア

レルギー対応、単独校調理ならではの食育効果等、現在の取り組みをどのように担保

していくのか伺う。 

 

②給食施設の集約化・大型化を推進していく場合、配送時間の増加や規模拡大に伴う

異物混入・食中毒リスクが懸念され、これは建設候補地の選定についても関係してく

ると考えるが見解を伺う。 

 

③小中学校の学校給食無償化が進んでいく今後、本市の特色として「地元食材を使っ

た日本一おいしい学校給食」を確立し市内外に発信していくことは、児童生徒の心身

の健全育成や郷土愛の醸成、市外の方への本市の教育の魅力発信等、様々なプラス効

果をもたらすと考えるが見解を伺う。 

 

④集約後の想定される運営費削減効果は「地元食材を使った日本一おいしい学校給食」

を目指す上で有効なプロセスであると考える。本市の未来を考えた時、新センター整

備の議論は様々ある本市の課題の中で優先順位をあげていくべきと考えるが市長の見

解を伺う。 
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２ 令和９年度２学期に中学 

校の部活動地域展開はどこま 

で進んでいるか 

【質問趣旨】 

本市では、持続可能な部活 

動環境の構築と教員の負担軽

減を目指し、段階的な部活動

の地域展開を進めている。令

和６年度から課題整理や実験

的取り組みが行われてきた

が、令和９年度２学期からは、

平日と休日を連動させた新た

な運用の開始を予定してい

る。部活動地域展開を円滑に

進めていくためには、生徒の

活動機会の確保や保護者の理

解、地域指導者の確保等、様々

な課題があり、特にこの１年

は重要な局面になってくる。 

そこで令和９年度２学期以

降に成果を出していけるよ

う、現状、今後のスケジュー

ル及び本市が目指す中学校の

部活動の 

 

 

 

 

（１）段階的移行に向けた進

捗とスケジュールについて 

 

 

（２）指導者の確保と育成体

制 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地域の団体及び民間事

業者との連携、協働 

 

 

 

（４）持続可能な運営体制と

保護者負担の考え方 

①令和７年、８年を課題整理期間、令和９年度２学期以降に地域連携実施としてい 

るが、推進の停滞を防ぎ、着実に段階的展開を進めていくための具体的な取り組み 

状況と今後のロードマップについて伺う。 

 

①地域展開の成功には安定した指導者の確保が不可欠である。スポーツ、文化団体 

や民間企業、地域人材からどのように指導者を掘り起こし（発掘・確保）、育成・研 

修を行っていくのか伺う。 

 

②指導の一貫性を担保するため、「平日・休日の指導一貫性の確保」や「指導者・教 

員の関わり」についての整理が必要であり、担当課も課題整理事項にあげている。 

技術指導のみならず、生徒のメンタルケアや安全管理も含め、教員と外部指導者の 

間で指導方針の一貫性を保つためのルールづくりについて見解を伺う。 

 

 

①将来的な地域展開として総合型地域スポーツクラブや民間事業者、地域学校協働 

本部など多様な主体が運営を担うとしている。生徒に対し魅力的な活動環境を構築 

するため、市内の既存団体や民間事業者との現在の状況と連携体制をどのように構 

築していくか伺う。 

 

①地域展開後も部活動を持続可能な活動としていくため、適正な運営費用や利用料 

の設定、困窮者世帯への配慮が重要となる。受益者負担と公費投入のバランス、 

並びに費用徴収・管理の仕組みをどのように検討しているか伺う。 
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部活動の在り方を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）学校施設の活用につい

て 

 

 

 

 

 

 

（６）中総体・各種大会・コ

ンクールへの参加資格と引

率体制について 

 

 

 

 

（７）実施と検証 

 

 

（８）教員の働き方改革推進

と「関わりたい教員」への機

会確保について 

 

 

 

 

 

 

 

①今後予想される少子化の中で、生徒の選択肢を維持するためには、拠点校方式や

地域グラウンド・体育館の相互利用が有効である。学校施設開放の円滑化や、複数

校の生徒が集まる拠点校方式における移動時の安全確保・交通手段の課題にどのよ

うに対応していくのか伺う。 

 

②平日の夕方以降や休日に拠点校で活動する際、けがや事故、不審者対応、突発的

災害時のリスク管理や責任の所在をどのように整備していくのか伺う。 

 

①地域クラブや地域団体に移行した後も、生徒が目標とする中総体や公式大会等に

円滑に参加できるよう、大会当日の引率体制（教員・外部指導員等の役割分担）を

どのように想定しているか伺う。 

 

②大会やコンクールは参加者が他の自治体も関わってくるが、大会主催者や近隣自

治体との協議は今後どのように行っていくのか伺う。 

 

①現在の取組みを経てどのような種目・学校・地域からトライアルを行い、得られ 

た課題や成果をどう反映し全体へつなげていくのか伺う。 

 

①部活動地域展開という事業の目的の一つである「教員の新たな働き方」を推進し 

負担軽減を図る一方、兼業許可を得て引き続き指導に関わりたい意欲ある教員の希 

望をどう叶え、地域連携の中でどう活かしていくつもりか伺う。 

 

 

 

 

 

 

 


